
第12回
男山地域まちづくり連携協定

年次報告会

令和8年2月5日
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私たちは持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。



を目指し、京都府、八幡市、関西大学、UR都市機構が連携して取組んでいこう！

平成23年 9月 関西大学団地再編プロジェクト（文部科学省戦略的研究基盤形成支援事業）開始
平成24年04月 八幡市・京都府・関西大で戦略会議を開催  ⇒ 調査・検討・提案

平成25年04月 UR都市機構が加わり連携協議会を開催  ⇒ 調査・検討・提案

平成25年10月 男山地域まちづくり連携協定の締結（無期限）⇒ 調査・検討・提案・実践・検証 ⇒

平成28年 3月 文科省補助事業終了
平成26年11月 － 令和7年2月 第11回年次報告会

男山地域まちづくり連携協定の締結
地域とともに元気な暮らしができる、住みたい、住み続けたい男山
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(1) 次世代を育むまちづくりとして、子どもが豊かに育
つために、地域で子育てを支えあい、 
ともに育ちあう、分かちあう環境づくりの導入・確立

(2) 多世代が根を張るまちづくりとして、 高齢者が住
み慣れた地域で住み続けられることを目指した 
「地域包括ケア」 の確立

(3) 地域に活力を呼び戻すまちづくりとして、地域及び
団地が連携した新しい機能及び活動の導入・確立

(4) 住民が主役となるまちづくりとして、地域の多様な
活動主体の育成及び活動ステージの確保

男山地域まちづくり連携協定の目的
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平成26年3月 男山地域再生基本計画の策定

地域とともに元気な暮らしができる、
住みたい、住み続けたい男山

男山の将来目標

リーフレットよーいどん写真
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平成26年3月 男山地域再生基本計画の策定
「元気の創造」を生み出す７つの基本目標と「きっかけ活動」

現在、連携・協力事項により、具体的な取り組みである
様々な「きっかけ活動」が始まり展開している。 5



6

(1)次世代を育むまちづくりとして、子どもが豊かに育つために、
地域で子育てを支えあい、ともに育ちあう、分かちあう環境づくり

子育て支援の取組み



ダンチ de コソダテ の取組み
おひさまテラスの運営 開設以来、必ず誰かが訪れる地域子育て施設

保育士やボランティアと一緒
に楽しみながら子育てを楽し
む場所として運営しています。

感染予防対策をしっかりして、
こどもやママにとってかけが
えのない場所となるよう元気
に活動中。

2018年京都府子育て支援
表彰受賞！
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開設：平成26年12月1日～
場所：男山団地Ａ地区集会所内
運営：おひさまテラスの会（地域ボランティア）
時間：月～金、土(不定期)午前10時～午後３時半
対象：0歳～就学前のこどもとその親
【利用親子数】
令和６年度：１，９１０人
令和７年度：２，４１７人 ※12月末時点
【お預かり数】
令和６年度：２１０人（利用時間530時間）
令和７年度：４５７人（利用時間1254時間）

※12月末時点



ダンチ de コソダテ の取組み

おひさまテラスの様子を見て、
「わー遊んでいい？」って遊
びに来てくれました。
日本語を教えたり、アラビア
語を教えてもらったり…たく
さんの国の方が来てくれてい
ます。

☆外国人のお友達も増えています
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☆ママたちもリフレッシュ！

おひさまテラスでは子供た
ちだけでなく、ママさん向
けのイベントも開催してお
ります。写真はピラティス
教室の風景です。ママたち
にとっても癒しとなる集い
の場になることを心掛けて
います。



地域包括ケアの確立

(2)多世代が根を張るまちづくりとして、 高齢者が住み慣れた地域
で住み続けられることを目指した 「地域包括ケア」 の確立

(3)地域に活力を呼び戻すまちづくりとして、地域及び団地が連携
した新しい機能及び活動の導入・確立
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八幡市地域包括ケア複合施設ＹＭＢＴ

地域密着型特別養護老人ホーム 定員２９名

高齢者あんしんサポートハウス 定員２０名

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

多目的ホール

ＵＲ男山団地内において

平成27年11月1日 地域包括ケア複合施設ＹＭＢＴ 開設
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地域包括ケア複合施設ＹＭＢＴの役割①

多様な高齢者のニーズに対応できる施設

・地域での生活を２４時間体制で支援（定期巡回・随時対応型訪問介護看護）

・低所得者向けの高齢者居住施設（あんしんサポートハウス）

・地域の重度要介護者が生活する施設（地域密着型特別養護老人ホーム）

折り紙教室 実習生との交流
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地域包括ケア複合施設ＹＭＢＴの役割②

元気高齢者の参画、地域へのサービス提供の場の確保

・多目的ホールの活用

出前講座、地域の催し等 介護予防への取り組み毎朝のラジオ体操
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地域包括ケア複合施設ＹＭＢＴの役割③

地域包括ケア推進拠点

・医療・介護・予防・住まい・生活支援のサービスを包括的に提供

地域包括ケア

住まい
【自宅・あんしんサポー

トハウス】

医療
【かかりつけ医・定期巡
回・随時対応型訪問介

護・看護】

介護
【地域密着型特別養護
老人ホームＹＭＢＴ】

生活支援・介護予防
【多目的ホール】

地域包括支援センターやまばと

居宅介護支援センターやまばと
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ＵＲの地域医療福祉拠点化の取組みは、住環境の整備や、地⽅公共団体、医療・介護
等を担う関係団体等との連携を図ることにより、暮らしやすい団地・地域の形成、団地で最後ま
で住み続けられる環境整備を⽬指すものです。拠点化の進め⽅に決まった形はありません。地
⽅公共団体、⾃治会等の地域関係者と連携・協⼒しながら、地域の状況に応じて、様々な要
素の中から必要なものを組み合わせて、住宅・施設・サービス等の整備を推進していきます。
男⼭団地では、連携協定に基づき様々な整備が進められている中、ここでは、「健康寿命サ
ポート住宅の供給」「くらしつながるサポーター（旧⽣活⽀援アドバイザー）の配置」「実施したイ
ベント」について紹介します。

地域医療福祉拠点化の取組み
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・⼈感センサー付照明
・⼿すりの設置 など

・またぎ⾼さを低く設定
・浴室暖房の設置 など

・段差の軽減
・多機能便座への変更 など

地域医療福祉拠点化の取組み
1 健康寿命サポート住宅の供給
⼿すりや浴室暖房を設置する等、⾼齢者の⽅の住⼾内の安全・安⼼に配慮した
「健康寿命サポート住宅」への改修をすすめています。平成28年度からこれまでに
170⼾供給しております。（R７.12⽉末時点）



地域医療福祉拠点化の取組み

★周知案内の事例

②名称変更周知チラシ →

①窓⼝案内掲⽰⽂ ↑

R7.6⽉実施 かんなフラワー作り
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2 くらしつながるサポーターの配置
⾼齢者の⽅が安⼼して暮らし続けられる
よう、各種相談対応や電話によるあんしん
コール、交流促進のためのイベント等を実
施しています。



地域医療福祉拠点化の取組み

講師役の弁護⼠の⽅々 40名以上の参加者

↑防災グッズ 防災アプリ→
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3 京都弁護⼠会連携の終活講座
⾼齢者（特に男性）の外出機会創
出を⽬的とした京都弁護⼠会による『終
活講座』を開催。
⼋幡市防災アプリのＰＲを実施した
他、⼋幡市から提供頂いたアルファ⽶、
ティッシュを参加者にプレゼント。



地域医療福祉拠点化の取組み

講師役の弁護⼠の⽅々 40名以上の参加者読み込み機器↑ 20

4 ⼋幡市取り組みの団地内導⼊
外出の機会創出やフレイル予防として、団地内で⼋
幡市の下記取り組みを実施。
・「いきいき健幸プロジェクト」⇒だんだんテラス内に機器
・「ご近所筋トレ」 ⇒集会所で実施予定（2/27〜）



京都未来人材育成プロジェクト事業

(3)地域に活力を呼び戻すまちづくりとして、地域及び団地が連携
した新しい機能及び活動の導入・確立
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l 趣旨
⼈⼝減少により地域や企業の担い⼿が不⾜する⼀⽅で、府内の⼤学⽣が京都の

地域や企業を知らずに、卒業時に他府県へ流出しており、将来の京都を⽀える⼈
材の育成・定着につなげるため、⼤学⽣が在学中に府内の地域や企業と交流し、
理解を深める機会の拡⼤を、京都府と京都市が連携して実施

l 令和7年度 府内全体での取組
採択事業 ： 2０⼤学 ５５事業を採択・⽀援

l 関⻄⼤学×⼋幡市（男⼭地域）への⽀援
平成28年度から⽀援
※ 1まち1キャンパス事業（平成28年-令和元年度）／⼈・まち・キャンパス事業（令和2年-3年度）

きょうと府内定着等推進事業（令和4年度）／学⽣とともにのばす京都プロジェクト共同事業（令和5
年度）

⼤学・学⽣とともにのばす京都プロジェクト共同事業（令和6年度）

＜⽀援内容＞
⼤学・学⽣の活動環境⾯（/旅費/役務費/諸経費）をサポート

京都未来人材育成プロジェクト事業
による支援
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京都未来人材育成プロジェクト事業
による支援

男山地域再生基本計画のリーフレットの更新
地域住民に「住んでいるからこそ知っている男山の魅力的な場所」をヒアリング
調査し、地域マップを作成。
また、地域活動への参加を促すため、まちづくり診断ツールを作成も作成。
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(4)住民が主役となるまちづくりとして、地域の多様な活動主体の
育成及び活動ステージの確保

(3)地域に活力を呼び戻すまちづくりとして、地域及び団地が連携
した新しい機能及び活動の導入・確立
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だんだんテラスの取組み



365日気軽に集まれるだんだんテラス

開設日 : 平成25年11月16日～
運 営 : だんだんテラスの会

主に大学院生が常駐
時 間 : 年中無休（10時-18時）

住民と学生が恊働で継続した運営をめざす 25



関わりつづけるをテーマとしたまちづくりの実践

２つの地域活動拠点を中心に実践的な活動を展開

H25〜これまで、男山地域内で2つの活動拠点を中心に、地域住民と交流を図りなが
ら、ソフト・ハードの両面から団地、地域再生の実践活動を展開。

だんだんテラス 平成25年開設 UR男山団地D地区集会所
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交流・情報交換・活動の場
毎朝10時からのラジオ体操

だんだん朝市

だんだんカフェの会

だんだんテラスの日常
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京都府立八幡支援学校との連携

普通科3年生と連携した授業を
実施

ドリンクサービス、作業実演に加えて、
だんだん朝市での販売お手伝いを実施。
今年度は生徒たちが制作した商品を、
だんだん手作り市に出店。
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だんだん朝市での販売お手伝い

だんだん句会との授業交流

ドリンクサービス・作業実演

だんだん手作り市にも出店



D地区集会所の活用促進に向けた活動

D地区集会所でイベントの実施

改修したD地区集会所を活用し、小さな
子ども連れでも参加しやすいベリーダン
ス教室やお茶会を実施。
また、展覧会の開催にも活用し、使いな
がら使いやすい集会所のあり方を検討。
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ベリーダンス教室 お茶会

むかしのくらし展



まちづくり運動体やってみよう会議の開催
男山やってみよう会議
○毎月第３土曜日開催
自発的・自立的に
男山地域のまちづくりに
関わりたい市民を公募。
○開催の狙い
日常の場（だんだんテラス）
非日常の場（やってみよう）
２つのプラットフォーム
で住民活動を支援する。
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地域で支え合う環境づくりに向けた活動

みんなの食堂とよりそい食堂
の実施

男山中央センター商店街にある喫茶店
「ピーパル」と、「ささえびと」が連携
し、「みんなの食堂」と「よりそい食
堂」を実施。
だんだん手作り市、手作りWSも同時開催。
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みんなの食堂

手作りワークショップ

住民と一緒に準備
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NPO法人こどもアート企画mottoとの連携

人との繋がりをテーマとした
アートワークショップを実施

アートによって人と人が繋がり、健康の
維持へとつなげることを目的としたワー
クショップを実施。
制作した作品はだんだんテラスで展示会
を開催。

身近な材料で弁当を制作するWS

翌日はWSと展示会を実施

男山児童センターと連携したWS



学生主体の活動

緑道に対する意識調査を目的としたアンケートを実施

男山団地のB地区、第三住宅を対象に合計1972枚のアンケートを配布し、371枚の回
答が得られた。
散歩、通過するのみの利用が多く、休憩場所が少ないという声が半数近くあった。
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(4)住民が主役となるまちづくりとして、地域の多様な活動主体の
育成及び活動ステージの確保

(3)地域に活力を呼び戻すまちづくりとして、地域及び団地が連携
した新しい機能及び活動の導入・確立
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地域住民と四者連携協議会が恊働した
取り組み



男⼭団地の⼤きな特徴である団地内歩⾏者
専⽤道（緑道）は、まちびらきから半世紀にわ
たり、豊かな地域環境の形成に寄与してきまし
た。
緑道をはじめとした男⼭地域の豊かな環境を
発展・継承させ、多様な主体が協働する地域
再⽣のまちづくりを推進することで、地域のシビッ
クプライドを育むことを⽬的とし、11⽉に緑道活
⽤イベント「緑道よりみちマルシェin男⼭」を実施
しました。
地域住⺠団体による出店をはじめ、キッチン

カーや飲料のロボット⾃動配送実証実験、地
域企業による運動教室など、様々な主体による
催しが⾏われました。

緑道よりみちマルシェin男山の開催
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イベント当⽇は天候にも恵まれ、秋晴れの
中、400⼈を超える⽅々にご来場いただきま
した。
アンケートでは「⻑年地域に住んでいるが、緑
道を歩いたことがなかったので、こんなに綺麗と
は知らなかった。」「⼦供たちも出てきていて、
このようなイベントが定期的にあったら賑わって
良い。」など、好評の声を頂戴しました。

緑道よりみちマルシェin男山の開催
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だんだん⼿作り市

学⽣によるまちづくり情報発信ブースロボットによる飲料配送実証実験
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UR男山団地公式LINEの導入
地域のイベント情報やコミュニティ活動を

広くお知らせするために、UR男⼭団地公式
LINE「UR男⼭団地のみんなの掲⽰板」を
導⼊しました。
男⼭団地のみならず、男⼭地域全体の

情報を発信して参ります。地域団体の皆様
による活⽤や発信も検討しています。



インフラゼロハウス実証実験
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男⼭団地に、株式会社MUJI HOUSEが
開発したインフラゼロハウスを期間限定で設置
し、防災情報の発信や地域交流の拠点とし
て活⽤することとなりました。（設置期間
2/15〜3/8）
インフラゼロハウスは、バイオトイレや太陽光
発電、蓄電池等を実装し、既存のライフライ
に依存せず⽣活することができるトレーラーハ
ウスです。
設置期間中は⾒学（要予約）のほか、
様々なイベントの開催を予定しております。防
災や環境について、ゆるやかに考える機会とな
ることを⽬指しています。



家庭系粗大ゴミ回収支援社会実験の取り組み

「不用品の循環」をテーマとした社会実験の企画

3/8（日）に、インフラゼロハウスのクロージングセレモニーとして、「不用品の
循環」をテーマとしたイベントをだんだんテラスの会主催で企画。
セレモニーのコンテンツの一つとして、B地区南側エリアを対象に、家庭系粗大
ゴミの回収支援実験をB地区自治会と連携して実施予定。
だんだん手作り市、手作りWSも同時開催予定。 39

令和6年度の取組の様子 だんだん手作りWSの様子



外国人住民との共生について

40

(3)地域に活力を呼び戻すまちづくりとして、地域及び団地が連携
した新しい機能及び活動の導入・確立



⼋幡市における外国⼈住⺠の現状
外国⼈住⺠の推移（連携協定締結以降）

817 843 930 1,003 1,089 1,227 
1,674 1,785 1,843 2,149 

2,555 2,820 3,214 

216 220 239 262 318 386 722 831 868 1,064 1,303 1,471 1,753 

Ｈ25.12   Ｈ26.12     Ｈ27.12        Ｈ28.12      H29.12        H30.12    Ｒ1.12      Ｒ2.12        Ｒ3.12      Ｒ4.12  Ｒ5.12  R6.12          R7.11

■市内全域
■男⼭地域
（単位：⼈）八幡市総人口                 68,239人

八幡市の外国人住民 3,214人

男山地域の外国人住民 1,753人

・市内企業の特定技能等の受⼊れ等により、外国⼈⼈⼝が年々増加（総⼈⼝の約4.7％）。
・令和４年度以降、特定技能での在留者数が最多。
・⺟国で⽇本語教育を受けていないと予想される家族滞在の外国⼈住⺠が急増。

！
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外国⼈住⺠の国籍別⼈数(令和７年11⽉末)

国 籍 ⼈ 数

１．ベトナム 1,262
２．中国 335
３．インドネシア 317
４．スリランカ 253
５．韓国 224

総数 3,214

男⼭地域市内全域
外国⼈住⺠の在留資格別の推移

（単位：⼈）（単位：⼈）

143 158 191 257 334 431225 221 247 309 334
436369 352 326

378 401
38849 123

379

551
570

732

Ｒ2.12末   Ｒ3.12末     Ｒ4.12末   Ｒ5.12末  Ｒ6.12末    R7.11末

■技能実習 ■特定技能
■技能・⼈⽂・国際 ■家族滞在

（単位：⼈）

国 籍 ⼈ 数
１．ベトナム 1,010
２．インドネシア 235
３．スリランカ 80
４．中国 67
５．韓国 64

総数 1,753
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⼋幡市に住む外国⼈住⺠への制度周知やベ
トナム語での通訳を⽬的に、ベトナム⼈職員
を採⽤。
（令和５年度より）
＜勤務⽇時＞
・⽕曜⽇〜⽊曜⽇ ９：30〜16：00
＜勤務内容＞
・ベトナム語の通訳や翻訳
・多⽂化共⽣イベント等への参加
・ベトナムの⽂化の紹介 など 八幡市社会福祉協議会主催「ちょぼら学校」に協力

八幡市開催のイベントの周知

だんだん通信にてベトナムについて紹介する
コラムを寄稿

ベトナム⼈職員の採⽤



地域日本語教育の推進等に関するネットワーク会議の開催
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＜実 施 日 ＞
令和７年８月28日、令和８年２月18日
＜連携体制＞
男山団地A地区・B地区・八望自治会、にほんご教室世界はテマン、株式会社武蔵野、株式
会社鶴見製作所、カツシロマテックス株式会社、公益財団法人国際労務管理財団、男山地域

コーディネーター、ＵＲ都市機構、城陽市国際交流協会、京都府国際センター、京都府国際
課、京都府警、八幡市社会福祉協議会、八幡市

！
・外国人住民との共生社会の実現に向け、日本語教育や地域との交流など
に関する意見交換等を行うとともに、構成員間における情報共有や交流、
相互協力関係の構築を図るため、令和６年度より開催。
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関⻄⼤学外国語学部⾼橋秀彰ゼミとの取組
・多文化共生に向け、双方の言語・文化の理解を深めることを目的としたイベント
を実施。

・令和７年度は、前年度に実施した、石清水八幡宮やその周辺を巡りながら、英語

で謎解きに挑戦するイベントのリーフレットを作成したほか、ベトナム料理を切
り口とした交流イベントを男山団地Ｄ地区集会所にて開催。

リーフレットの作成 Món ngon！おいしいベトナム料理を作ろう！

・令和７年12月13日開催

・外国語学部の学生がベトナ
ムの言語や文化を紹介。

・ベトナム人職員や住民と一
緒にベトナム料理を調理。

・当日は16名が参加し、ベトナ
ム料理を通じて交流。

・昨年度開催した「英会話×謎解き
八幡に眠る謎」で使用した謎解き
ゲームのリーフレットを基に作成。



⽇本語指導ボランティア養成講座の開催
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！
・外国人住民が地域で安心して日常生活を送るためには、外国人住民の日本語
学習機会を確保することが重要。

・地域ボランティアによる「地域にほんご教室」での活動をより充実したもの
とするため、令和３年度はボランティア養成講座、令和４～６年度は支援者

のスキルアップ講座を開催。今年度は３年度と同様にボランティア養成講座

を開催。

＜日   時＞①令和７年８月３日、②８月９日、③８月23日、④８月30日
＜場   所＞八幡市民文化センター
＜講   師＞京都にほんごＲｉｎｇｓ
＜内   容＞やさしい日本語について、品詞（動詞・形容詞）の教え方

ボランティアの心構え等
＜受講者＞ ①22名、②17名、③18名、④17名
＜体   制＞地域にほんご教室、京都にほんごＲｉｎｇｓ、京都府国際課、
                京都府国際センター



地域住⺠との交流イベント
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やわたわーるど写真展

・昨年度に引き続き、相互理解の促進を図るため、日本人住民及び外国人住民の双
方が親しみやすい「写真」「スポーツ」「食」を切り口とした交流イベントを実施。

テーマ 伝統行事
日 時 令和７年10月25日
場 所 八幡市民文化祭（市役所１階）
応募数 71作品（日本人51作品、外国人20作品）
来場者 430名

当日の様子

やわたすぽーつまるしぇ
日   時 令和７年11月15日
場   所 くすのき近隣公園
参加者数 85人（日本人53人、外国人32人）
すぽーつ 玉入れ、綱引き、サッカーリレー等
外国料理 ベトナム料理店、インド・ネパール料理店

洋風惣菜店、和菓子店

摂南大学と協働

↑金賞作品

銀賞作品→



摂南大学との取組について
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(3)地域に活力を呼び戻すまちづくりとして、地域及び団地が連携
した新しい機能及び活動の導入・確立
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摂南⼤学と⼋幡市が包括連携協定を締結

令和５年３月３１日に包括連携協定を締結

・農業振興及び食、健康・医療などに係る地域産業振興・新産業創出

・地域の政策課題に係る共同研究の推進

・大学教育及び地域教育の向上

・生涯学習の推進

・人材の育成・交流

・地域の活性化に係る各種活動への教職員、
学生の参画促進

・その他、目的を達成するために必要と認める事項

連携・協力事項
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フィールド型アクティブ・ラーニング（ＦＡＬ）

摂南大学現代社会学部による、企業や自治体など
と共有された目標の達成に向け協働する実践志向の
プログラム。男山地域では下記のテーマで昨年度か
ら取組を進めている。

課題解決に向けて

アフターコロナ時代の自治会活動継続のために

現代社会学部 小池高史先生 藤井和佐先生

八幡市の課題

・コミュニティの希薄化
・外国人住民の急増等
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男⼭団地Ｂ地区⾃治会 団地祭り(夏祭り)
・男山団地Ｂ地区自治会の団地祭り（夏祭り）に、
摂南大学現代社会学部の学生１５名が参加。

昨年度に引き運営サポート

開催日：令和７年８月23日（土）

場 所：男山団地Ｂ地区集会所

集会所よこの広場

連 携：男山団地Ｂ地区自治会

摂南大学 現代社会学部

八幡市

屋台を通じて住民と交流 外国人住民の方も参加

今年度は、昨年度の活動で見えた課
題の解決に向け活動。

11月に開催する「やわたすぽーつま
るしぇ」を周知。

当日は会場の準備や運営サポート、
翌日は片付けを実施。
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やわたすぽーつまるしぇ
・スポーツ、食がテーマの多文化共生イベントを協働
して開催。摂南大学現代社会学部の学生１５名が参加。

子どもから大人まで参加

開催日：令和７年11月15日（土）

場 所：くすのき近隣公園

連 携：摂南大学 現代社会学部

八幡市 市民協働推進課

チーム対抗戦で大盛り上がり 国籍や年齢を超えて交流

昨年度のFALを実施して見えてきた日本人住民と外国人住民が交流できていな
いという課題解決のため、相互理解を深めるイベントを協働して開催。

当日は８５名の方が参加し、チーム
に分かれて４競技を楽しむ。

イベントの企画から準備、運営まで
協働して取り組む。



男山地域の情報発信
■ だんだんテラス facebook おひさまテラス facebook

■ 八幡市役所
http://www.city.yawata.kyoto.jp/category/1-23-0-0-
0.html
■ ＵＲ男山団地（特設サイト）
https://www.ur-net.go.jp/west/case/otokoyama_danchi/index.html
■ ＵＲ男山団地（住宅情報）
https://www.ur-net.go.jp/chintai/kansai/kyoto/80_1840.html
■ 関西大学戦略的研究基盤団地再編プロジェクト(KSDP内サイト)
http://www.kansai-u.ac.jp/ordist/ksdp/index.html
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